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大
正

年
８
月
の
大
洪
水

11
『
常
呂
町
岐
阜
部
落
開
基

周
年
記
念
誌
』
か
ら
の
抜
粋
・
編
集

80

（
略
）
大
正

年
、
築
堤
工
事
着
工
以
来
、
イ
ワ
ケ
シ
ュ
山
麓
を
起
点
と
す
る

間
、
ま
た

号
付
近

11

313

14

及
び
９
号
近
く
を
起
点
と
す
る
３
ヶ
所
の
工
事
は
順
調
に
進
捗
し
て
き
た
。

こ
の
工
事
と
治
水
を
祈
念
し
て
聖
徳
太
子
像
を
建
立
し
て
い
る
。

（
注
：
大
正

年
６
月

日

共
立
川
東
に
聖
徳
太
子
碑
建
立
）

11

15

し
か
し
、
物
事
は
決
し
て
人
び
と
が
願
う
よ
う
に
進
ま
な
い
の
が
世
の
常
で
あ
る
。

夏
季
に
入
る
と
し
ば
し
ば
出
水
し
て
工
事
は
難
航
を
思
わ
せ
た
が
、
つ
い
に
８
月

日
は
開
拓
史
上
最

23

大
の
大
洪
水
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
上
流
か
ら
の
濁
り
水
と
と
も
に
巨
大
な
数
知
れ
な
い
流
木
が
農
作
物

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
多
く
の
民
家
ま
で
滝
の
ご
と
く
流
し
去
っ
て
し
ま
っ
た
。

当
時
の
悲
惨
な
姿
を
古
老
の
話
か
ら
再
現
し
て
み
よ
う
。

号
の
堤
防
は
見
る
間
に
破
ら
れ
、

号
の
河
川
上
橋
（
ト
ロ
引
き
鉄
路
）
の
切
断
な
ど
、
特
に

号

17

14

13

周
辺
の
部
落
民
に
は
大
き
な
損
害
を
与
え
る
大
惨
事
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
日
、

日
は
好
天
の
日
和
で
あ
り
、
住
民
の
す
べ
て
が
昨
日
の
雨
降
り
が
止
み
、
ほ
っ
と
し
て
い

23

た
時
、
突
然
役
場
か
ら
緊
急
避
難
す
る
よ
う
通
報
が
入
っ
た
。
し
か
し
、
人
び
と
の
多
く
は
急
に
信
じ
る

こ
と
も
で
き
ず
、
通
報
の
指
示
通
り
避
難
す
る
者
は
僅
少
だ
っ
た
と
い
う
。

（
注
：
「
常
呂
村
当
直
日
誌
」
か
ら
抜
粋

８
月

日

木
曜
日

午
前
６
時
頃
よ
り
降
雨
、
暴
風
、
終
日
豪
雨

24

連
日
降
雨
の
た
め
、
常
呂
川
出
水
の
も
よ
う
あ
り
。
な
お
、
農
事
試
験
所
北
見
支
部
長
よ
り

常
呂
川
出
水
、
水
害
の
恐
れ
あ
る
旨
、
午
後
２
時
５
分
電
信
電
報
あ
り
。
た
だ
ち
に
各
部
落
に

通
達
す
る
。

村
長
は
右
電
報
到
着
に
つ
き
、
治
水
事
務
所
に
打
合
せ
と
し
て
外
出
す
る
。）

そ
の
後
、
情
報
は
刻
々
と
入
っ
て
き
た
が
、
正
午
過
ぎ
に
な
っ
て
事
態
は
ま
す
ま
す
悪
化
し
て
き
た
。

こ
の
時
に
な
っ
て
住
民
の
多
く
は
家
の
周
り
を
整
理
す
る
者
、
築
堤
警
備
に
走
る
者
な
ど
部
落
全
体
に
慌

た
だ
し
い
緊
張
が
み
な
ぎ
っ
て
き
た
。

夕
刻
に
な
っ
て

号
堤
防
決
壊
、

号
鉄
橋
路
切
断
の
悲
報
が
飛
ん
だ
。
民
家
は
泥
流
と
共
に
ど
ん
ど

17

14

ん
流
さ
れ
て
い
く
。
あ
る
者
は
屋
根
に
つ
か
ま
っ
た
ま
ま
流
さ
れ
、
助
け
を
求
め
る
叫
び
声
だ
け
が
し
だ

い
に
遠
ざ
か
っ
て
い
く
。
不
安
と
悲
し
み
に
包
ま
れ
、
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た
家
族
を
互
い
に
捜
し
求
め

る
声
が
、
夜
の
更
け
る
ま
で
荒
れ
狂
う
常
呂
川
周
辺
を
こ
だ
ま
し
て
い
た
と
い
う
。

明
け
て

日
の
朝
は
泥
水
も
お
さ
ま
り
、
人
び
と
は
一
応
安
心
し
た
が
、
寺
（
注
：
高
徳
寺
）
を
は
じ

24

め
、
森
本
商
店
は
跡
形
も
な
く
流
失
、
民
家
数
戸
も
そ
の
面
影
な
く
流
さ
れ
て
い
た
。

日
、
当
時
太
茶
苗
に
あ
っ
た
岡
崎
重
吉
の
家
屋
も
上
流
か
ら
流
さ
れ
て
き
て
、

号
の
防
風
林
に
止

25

10

ま
っ
た
が
、
わ
ず
か
な
衣
類
を
見
つ
け
出
す
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
。（
略
）
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『
聖
徳
太
子
碑

周
年
記
念
誌
』
か
ら
の
抜
粋
・
編
集

70

（
略
）
大
正

年
に
入
っ
て
も
築
堤
工
事
は
着
々
と
進
ん
だ
が
、
同
年
８
月

日
～

日
に
ま
た
も
大

11

24

25

洪
水
に
見
舞
わ
れ
、
大
き
な
被
害
を
被
っ
た
。

こ
の
時
の
洪
水
位
は
、
下
常
呂
原
野
十
五
号
水
測
所
で
平
水
位
七
・
九
五
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
、
九
・

六
メ
ー
ト
ル
に
も
な
っ
た
こ
と
か
ら
十
四
号
線
新
水
路
付
近
の
築
堤
盛
り
土
一
万
四
百
九
十
四
立
方
メ
ー

ト
ル
を
流
失
す
る
と
い
う
事
態
を
招
い
た
。
こ
の
た
め
当
初
計
画
の
堤
防
が
陳
情
の
結
果
、
０
・
九
メ
ー

ト
ル
か
さ
上
げ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
水
害
で
多
く
の
農
作
物
を
流
失
し
、
収
入
の
道
を
断
た
れ
た
流
域
住
民
が
治
水
工
事
で
働
く
こ
と

に
な
っ
た
。
村
の
理
事
者
も
治
水
事
務
所
に
就
労
方
を
要
請
し
て
い
た
の
で
、
一
種
の
救
農
土
木
工
事
の

役
割
を
果
た
し
、
工
事
は
順
調
に
進
ん
だ
。（
略
）

十
四
号
新
水
路
掘
削
工
事
で
若
い
頃
働
い
て
い
た
こ
と
の
あ
る
地
元
の
江
田
由
蔵
は
、
当
時
を
回
顧
し

て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

歳
の
時
働
き
始
め
た
（
略
）
…
大
正

年
８
月
の
大
水
害
で
は
、
私
の
家
も
床
上
１
・
２
メ
ー
ト
ル

21

11

ま
で
水
が
つ
き
、
家
財
全
部
を
流
し
て
し
ま
っ
た
。
当
時
、
小
麦
、
エ
ン
麦
、
エ
ン
ド
ウ
を
主
に
作
付
け

し
て
い
た
が
収
穫
は
皆
無
で
あ
り
、
そ
こ
で
農
家
の
者
は
み
ん
な
治
水
の
現
場
で
働
か
せ
て
も
ら
っ
た
。

自
分
た
ち
の
田
畑
を
守
っ
て
も
ら
う
堤
防
造
り
で
働
か
せ
て
も
ら
い
、
賃
金
も
も
ら
え
る
の
だ
か
ら
治
水

様
々
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
下
常
呂
原
野
が
今
日
あ
る
の
は
、
こ
の
堤
防
の
お
か
げ
だ
。
（
略
）

『
豊
川
区
開
基
百
年
記
念
誌

ふ
る
さ
と
』
か
ら
の
抜
粋

(

略
）
８
月
下
旬
天
候
不
順
と
な
り
、

日
・

日
と
台
風
通
過
の
影
響
で
、
網
走
で
は

ミ
リ
、
北

24

25

270

見
で
は

ミ
リ
の
大
雨
が
降
り
、
開
拓
史
上
最
大
の
大
洪
水
に
見
舞
わ
れ
た
。
建
設
中
の
堤
防
も
濁
流
と

240

巨
大
な
流
木
に
襲
わ
れ

号
付
近
、

号
付
近
と
た
ち
ま
ち
破
ら
れ
、
農
作
物
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
数

17

13

多
く
の
民
家
や

号
の
川
に
架
け
ら
れ
て
い
た
ト
ロ
引
き
用
の
橋
も
流
さ
れ
る
な
ど
の
大
被
害
と
な
っ

14

た
。
特
に

号
付
近
の
部
落
民
に
は
大
き
な
損
害
を
与
え
、
高
徳
寺
を
は
じ
め
森
本
商
店
な
ど
は
跡
形
も

13

な
く
流
さ
れ
、
太
茶
苗
か
ら
流
さ
れ
た
家
が

号
の
防
風
林
に
ひ
っ
か
か
っ
て
止
ま
る
と
い
う
被
害
は
、

10

い
ま
だ
語
り
ぐ
さ
と
な
り
伝
説
化
し
て
い
る
。（
略
）

『
豊
川
区
開
基
百
年
記
念
誌

ふ
る
さ
と
』
収
録
「
座
談
会

川
沿
百
年
を
語
る
」
か
ら
抜
粋

＊
江
田
由
蔵
氏
が
書
い
た
「
思
い
出
」
を
江
田
隆
甫
氏
が
紹
介

（
略
）
大
正

年
８
月

日
に
、
ま
た
大
水
害
と
な
り
、
豊
川
で
７
戸
が
流
さ
れ
ま
し
た
・
森
本
商
店
、

11

23

谷
川
さ
ん
、
村
岡
蹄
鉄
屋
、
栗
林
旅
館
な
ど
で
、
そ
の
日
の
夕
方
暗
く
な
っ
て
か
ら
で
し
た
。
私
ら
も
水

が
家
に
つ
く
と
い
う
の
で
家
を
片
付
け
て
川
沿
校
に
向
け
て
逃
げ
出
し
た
の
で
す
が
、
川
沿
校
に
着
く
と

暗
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

学
校
に
着
い
て
静
か
に
聞
い
て
み
る
と
、
遠
い
方
向
で
流
れ
行
く
家
の
屋
根
に
乗
っ
て
助
け
を
呼
ぶ
声

は
、
今
な
お
耳
に
残
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

８
月

日
、
学
校
か
ら
自
宅
に
帰
っ
て
み
る
と
驚
き
ば
か
り
で
す
。
自
家
用
に
す
る
薪
は
１
本
残
ら
ず

24

全
部
流
さ
れ
て
し
ま
い
、
家
に
入
っ
て
み
れ
ば
家
財
道
具
全
部
汚
水
に
浸
か
っ
て
何
も
な
く
な
り
、
米
も

麦
も
な
く
、
川
か
ら
上
が
っ
た
よ
う
な
丸
裸
と
な
り
、
川
か
ら
上
が
っ
た
の
だ
と
思
い
、
今
度
は
ガ
ン
バ

ル
し
か
な
い
と
思
い
ま
し
た
。（
略
）
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＊
こ
の
座
談
会
で
は
関
連
す
る
発
言
が
数
ヶ
所
あ
る
の
で
抜
粋
し
て
紹
介

司
会
：
先
ほ
ど
の
江
田
さ
ん
の
資
料
の
中
で
、
何
戸
も
の
家
が
流
さ
れ
た
と
い
う
水
害
の
時
は
、

号
に

14

ト
ロ
ッ
コ
の
レ
ー
ル
を
複
線
（
注
：
堤
防
工
事
用
の
も
の
）
に
し
て
あ
り
、
そ
れ
に
ゴ
ミ
が
つ
か

え
て
ダ
ム
の
よ
う
に
な
り
、
そ
の
一
部
が
切
れ
て
鉄
砲
水
に
な
っ
た
と
い
う
話
で
、
今
で
も

号
14

真
向
か
い
に
そ
の
時
の
橋
の
杭
が
あ
る
は
ず
…
。（
略
）

司
会
：

号
の
沼
の
話
だ
け
れ
ど
、
こ
れ
か
ら
の
将
来
を
考
え
た
時
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
人
に
は
ち
ょ
っ

13と
頭
に
入
れ
て
お
い
た
方
が
良
い
と
思
う
。

号
の
沼
は
水
が
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
ん
だ
よ
ね
。

13

あ
そ
こ
の
下
は
バ
ラ
ス
ら
し
い
か
ら
、
一
昨
年
の
水
害
の
時
も
堤
防
の
水
位
が
上
が
っ
た
ら
沼
の

水
位
も
上
が
っ
た
。

諸
岡
：
私
が
区
長
を
し
て
い
た
時
、
町
の
方
に
話
し
た
ら
、
す
ぐ
に
開
発
局
が
調
査
に
来
て
ボ
ー
リ
ン
グ

し
た
ら
下
は
バ
ラ
ス
な
の
で
ど
う
に
も
な
ら
な
い
ら
し
く
堤
防
の
補
強
工
事
を
し
た
。
（
略
）

『
富
丘
百
年
史
』
掲
載
の
「
大
正

年
の
大
水
害
」
部
分
を
抜
粋

安
藤
浅
次
郎

11

（
略
）
大
正

年
の
大
水
害
で
、
安
藤
浅
次
郎
は
低
台
に
つ
な
い
で
い
た
馬
を
連
れ
に
行
き
、
突
然
大
木

11

が
津
波
の
ご
と
く
押
し
寄
せ
て
来
る
の
を
見
て
、
馬
を
放
し
、
自
分
は
大
木
に
上
っ
て
助
か
っ
た
。
そ
の

馬
は
岐
阜
部
落
ま
で
流
さ
れ
死
ん
で
い
た
。
堀
田
亀
太
郎
が
入
植
し
た
大
正

年
に
は
、
ラ
イ
ト
コ
ロ
川

12

沿
い
の
く
ぼ
み
に
水
害
で
死
ん
だ
馬
の
骨
が
よ
く
見
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
相
次
ぐ
水
害
で
離
農
し
た
人
や

高
台
に
移
住
し
た
人
も
い
た
。

「
私
の
あ
ゆ
ん
だ
道
」

梅
田
キ
ヌ
ヱ

常
呂
町
高
齢
者
大
学
「
昭
和

年
度
オ
ホ
ー
ツ
ク
大
学
文
集

ト
ー
コ
ロ
」

59

大
正

年
の
水
害
に
関
す
る
記
述
部
分
を
抜
粋

11

私
は
明
治

年
、
洞
爺
湖
の
ほ
と
り
に
生
ま
れ
育
ち
、

才
の
時
に
常
呂
村
太
茶
苗
、
今
の
福
山
に
来

42

12

ま
し
た
。

父
は
水
田
作
り
を
目
指
し
て
き
た
の
で
す
が
、
当
時
は
水
害
の
多
い
所
で
し
た
。

大
正

年
に
大
水
害
が
あ
っ
て
、
家
も
ろ
と
も
全
部
流
さ
れ
た
。
私
ら
は
丸
木
舟
に
乗
っ
て
山
に
逃
げ

11

た
。
着
の
身
着
の
ま
ま
で
し
た
。

『
と
こ
ろ
文
庫

常
呂
川
…
洪
水
と
治
水
の
歴
史
』（
平
成

年
３
月
発
行
）
か
ら
抜
粋

30

26

＊
「
北
海
タ
イ
ム
ス
」
の
記
事
を
２
本
掲
載
し
て
い
る
の
で
抜
粋
し
て
紹
介
（
現
代
文
に
編
集
）

８
月

日
付
「
北
海
タ
イ
ム
ス
」

29

「
昨
日
か
ら
増
水
し
、
官
民
あ
わ
せ
て
防
水
に
務
め
た
が
狂
暴
な
水
の
勢
い
は
途
方
も
な
く
、

号
、

15

号
築
堤
が
決
壊
、

号
以
下
下
流
の
両
岸
は
浸
水
し
、
原
野
一
面
は
大
海
の
よ
う
。
太
茶
苗
市
街
は

14

11
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全
部
浸
水
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
連
絡
が
取
れ
な
い
。
床
上
浸
水
家
屋
は

戸
以
上
の
見
込
み
。
畑

300

地
の
被
害
は
二
千
町
歩
以
上
。
大
正
８
年
の
水
害
よ
り
も
被
害
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
被
害
者
は
公
会
堂

と
小
学
校
に
収
容
し
て
い
る
が
、
な
お
増
水
中
」

＊
９
月

日
付
「
北
海
タ
イ
ム
ス
」

20

「
出
水
は
明
治

年
の
水
量
よ
り
も
大
き
く
、

尺
５
寸
と
い
う
未
曾
有
の
出
水
だ
っ
た
。
常
呂
村
全

312

39

体
（
太
茶
苗
・
手
師
学
・
川
東
・
幌
内
・
岐
阜
・
川
沿
・
土
佐
）
の
各
原
野
を
襲
い
、
農
作
物
は
ほ
と
ん

ど
全
滅
状
態
で
流
失
、
ま
た
は
泥
土
に
覆
わ
れ
、
わ
ず
か
に
高
台
の
一
部
に
青
苗
が
見
え
る
に
す
ぎ
な
い
。

二
千
八
百
三
十
八
町
歩
の
作
付
け
に
対
し
て
二
千
百
二
十
四
町
歩
の
被
害
地
が
生
じ
て
い
る
。
浸
水
家
屋

は
三
百
十
五
戸
で
、
床
上
六
尺
以
上
が
百
十
戸
、
四
尺
以
上
が
百
十
二
戸
、
二
尺
以
上
が
二
十
八
戸
あ
る

の
を
見
て
も
い
か
に
被
害
が
甚
大
だ
っ
た
か
が
察
せ
ら
れ
る
。
流
失
家
屋
は
三
十
一
戸
、
住
家
二
十
一
戸
、

非
住
家
十
棟
、
流
失
物
件
は
家
具
八
百
六
十
五
点
、
農
具
一
千
三
百
五
十
点
、
衣
類
一
千
八
百
七
十
四
点
、

食
料
品
一
万
五
千
三
百
二
十
点
、
そ
の
他
一
千
三
百
三
十
点
を
流
失
し
、
橋
梁
の
流
失
七
ヶ
所
、
破
損
五

ヶ
所
、
道
路
の
欠
損
破
損
被
害
は
七
千
円
、
堤
防
治
水
工
事
を
除
き
十
六
ヶ
所
、
避
難
所
二
十
二
ヶ
所
、

避
難
者
一
千
七
百
五
十
人
、
農
作
損
害
四
十
四
万
六
千
六
百
二
十
六
円
、
そ
の
他
十
一
万
五
千
三
百
五
十

円
、
総
計
五
十
六
万
一
千
九
百
七
十
六
円
。
（
中
略
）
常
呂
は
市
街
地
の
住
民
を
除
く
農
民
の
ほ
と
ん
ど

全
部
が
被
害
を
こ
う
む
っ
て
い
る
。
こ
と
に
常
呂
村
は
十
年
も
の
長
期
間
に
わ
た
り
天
災
地
変
に
会
い
、

息
を
継
ぐ
間
も
な
く
不
幸
続
き
の
村
で
、
い
っ
そ
う
同
情
を
禁
じ
得
な
い
。
こ
の
大
水
害
に
死
傷
者
を
一

人
も
出
さ
な
か
っ
た
の
は

日
の
午
後
２
時
農
事
試
験
場
か
ら
水
害
の
報
告
が
あ
っ
た
そ
の
時
は
わ
ず
か

24

に
３
～
４
寸
の
増
水
に
過
ぎ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
早
く
も
全
村
に
避
難
の
準
備
を
伝
え
た
」


